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１．GetNetDat の目的 

■GetNetDat は LAN 上の共有フォルダをバックアップするツールです。 

以前作った XcopyGUI というバックアップツールは基本的にローカルドライブを対象にしていました。

さらにバックアップ対象が一つしか指定できませんでした。この２点を解消する目的で GetNetDat が

作られました。従って、Exit-Win と連動させることもできます。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ対象ﾈｯﾄﾜｰｸ PC 

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ管理用 PC 

¥¥Computer01¥abc ¥¥Computer02¥abc ¥¥Computer03¥abc 

D:¥Backup (ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ用ﾌｫﾙﾀﾞ) 

         ¥Computer01¥abc 
         ¥Computer02¥abc 
         ¥Computer03¥abc 
         ¥C¥abc 

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ用ﾌｫﾙﾀﾞ構造 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ名 共有ﾌｫﾙﾀﾞ名 

C:¥abc 

ﾛｰｶﾙﾄﾞﾗｲﾌﾞ上のﾌｫﾙﾀﾞ名 

GetNetDat 起動画面 

Ver.1.1.0 より世代管理が可能です。

詳細は５ページをご覧下さい。 
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２．GetNetDat の基本操作 

■GetNetDat の操作は次の 3項目を決めることから始めます。 

① ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ用ﾌｫﾙﾀﾞ ： 空き容量に充分余裕のあるﾃﾞｨｽｸ上に作成して下さい。 

② ﾃﾞｰﾀﾌｫﾙﾀﾞ    ： ﾈｯﾄﾜｰｸ共有ﾌｫﾙﾀﾞやﾛｰｶﾙﾌｫﾙﾀﾞを選択します。 

③ ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ時刻   ： 手動～時間・時刻指定が選択できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ①「参照」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして、ﾌｫﾙﾀﾞを選択します。(事前にﾌｫﾙﾀﾞを作成して下さい) 
 ②「追加」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして、ﾌｫﾙﾀﾞを選択します。 
  注意：共有ﾌｫﾙﾀﾞにﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ等が設定されている場合は、あらかじめ権限のある 
     ﾕｰｻﾞｰでﾈｯﾄﾜｰｸにﾛｸﾞｵﾝしておく必要があります。 

③選択内容は次の７ﾀｲﾌﾟです。 
  「手動」「1 時間毎」「3 時間毎」「６時間毎」「12 時間毎」 

「指定時刻(*1)」「指定ｱｲﾄﾞﾙ時間後(*2)」 
   注意：*1,*2 の具体的時刻・時間は「ｵﾌﾟｼｮﾝ」で指定します。 
  ※「頻度」は必要に応じて選択します。 
 

①～③の設定完了後、「実行」ボタンをクリックするとバックアップ処理が始まります。 
「ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ時刻」が「手動で実行」の場合は、即実行されますが、それ以外はタイマーが作動し 
該当時刻や時間が経つと実際の処理が始まります。 

① 

② 

③ 
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３．GetNetDat の詳細説明 

■GetNetDat の様々な機能はｵﾌﾟｼｮﾝで設定します。（下図） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 設定項目 内  容 

1 ﾛｸﾞを記録する 
作業履歴をﾌｧｲﾙに書出します。 
Ver.1.5.0 よりログをメール送信可能。 

2 容量ﾁｪｯｸを行わない 

本ｿﾌﾄはﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟの失敗を回避するため、事前

にﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ用ﾌｫﾙﾀﾞやﾃﾞｰﾀﾌｫﾙﾀﾞの容量ﾁｪｯｸを

行います。対象となるﾌｫﾙﾀﾞの数が多くなると、

ﾁｪｯｸに掛かる時間も多くなります。ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ用

ﾌｫﾙﾀﾞの空き容量が充分あり、失敗の危険が無

いと判断できれば、このｵﾌﾟｼｮﾝを有効にしても

構いません。 

3 ﾃﾞｰﾀﾌｫﾙﾀﾞの下の階層も含めて転送する 
指定ﾌｫﾙﾀﾞの下のｻﾌﾞﾌｫﾙﾀﾞをﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ対象から

除く場合は、ﾁｪｯｸを外してください。 

4 起動時に自動で開始する 

本ｿﾌﾄをｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟに入れて、自動処理させたい

ときは有効にします。 
※CTRL キーを押しながら起動させると、自動

処理しません。 
5 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ終了後、自動終了する 一回のみの実行で終了できます。 

※ 起動ｵﾌﾟｼｮﾝ 

上記ｵﾌﾟｼｮﾝの 4 と 5 を強制的に指定します。 
外部ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑから GetNetDat を実行する場合

に使います。（次頁につづく） 

詳細は６ページ

にあります。 
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※姉妹ｿﾌﾄ「Exit-Win」から指定すると、この

ｵﾌﾟｼｮﾝが付与されます。 

6 自動処理中は最小化・ﾀｽｸﾄﾚｲ 
タスクバーに入れます。 
タスクトレイに入れることも可。 

7 自動処理中に閉じる時、確認ﾒｯｾｰｼﾞを出す 

うっかり閉じてしまうミスを防ぐ目的ですが、 
Windows 終了時に、一々確認ﾒｯｾｰｼﾞが出て煩

わしい場合は解除してください。 

8 Windows 起動時に起動させる 
Windows 起動時、自動で GetNetDat を実行さ

せることができます。 

9 指定時刻 
「指定時刻に実行」を選択した場合の時刻を

24 時間制で入力します。 

10 指定ｱｲﾄﾞﾙ時間 

「指定ｱｲﾄﾞﾙ時間後、実行」を選択した場合の

待機時間を分単位で入力します。 
（10～14400 まで） 

世代管理する 
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バックアップフォルダ内に世代番号毎のフォルダを作成し、処理毎に順次世代番号フォルダ

にコピーします。１→２→・・・最大番号(Max は 100)までコピーすると１に戻ってコピー

します。再びコピーする際には、以前の内容を「削除」「ゴミ箱に移動」「上書き」を選択で

きます。 
例） 
D:¥Backup (ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ用ﾌｫﾙﾀﾞ) 

    ￥1 

               ¥Computer01¥abc 
               ¥Computer02¥abc 
               ¥Computer03¥abc 
               ¥C¥abc 
    ￥2 

               ¥Computer01¥abc 
               ¥Computer02¥abc 
               ¥Computer03¥abc 
               ¥C¥abc 
    ￥3 

               ¥Computer01¥abc 
               ¥Computer02¥abc 
               ¥Computer03¥abc 
               ¥C¥abc 
 

※ 当然ですが、世代が多くなれば使用ディスク容量も世代数分倍増します。 
 
●いつのバックアップがどの世代番号フォルダにあるかは、ログを参照すると判ります。 
 
----------- ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ (世代 No.1) -------------- 
04/07/06 00:17:29 xcopy.exe F:¥Inetpub¥scripts¥*.* D:¥backup¥1 /I /D /H /R /E /Y を実行します． 
04/07/06 00:17:29 ......実行中...... 
04/07/06 00:17:39 処理は終了しました．(処理時間：10 秒) 
----------- ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ (世代 No.2) -------------- 
04/07/06 00:18:17 xcopy.exe F:¥Inetpub¥scripts¥*.* D:¥backup¥2 /I /D /H /R /E /Y を実行します． 
04/07/06 00:18:17 ......実行中...... 
04/07/06 00:18:23 処理は終了しました．(処理時間：6 秒) 
 

 

世代№１ 

世代№２ 

世代№３ 

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ先の順番 
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★バックアップ対象設定。Ver.1.3.0 より追加された機能。 
 従来の GetNetDat ではバックアップ処理時の XCOPY コマンドのパラメータが固定で、ユーザー指定が

できませんでした。今回、姉妹ソフト「Exit-Win＆XcopyGUI」の XcopyGUI で使われた設定画面と同等の

機能を追加しました。（下図） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ XCOPY コマンドのパラメータについては 10 頁「付録３ xcopy パラメータ一覧」をご覧下さい。 
※ コマンドプロンプトから「xcopy /?」と入力すると詳しい説明が表示されますので合せてご覧下さい。 

 

★ログメール設定。Ver.1.5.0 より追加された機能。 
  離れたところにあるＰＣの処理結果をメールで確認するときに使います。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※ SMTP サーバ名、送信元メールアドレス、送信先メールアドレスが空白の場合は送信しません。 

GetNetDat の標準パ

ラメータに戻します。 
指定したパラメータの

情報が表示されます。 
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■その他：画面の説明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はﾈｯﾄﾜｰｸが切断されて

いる状態で、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟは無

効になります。 

警告空き容量： 
このｻｲｽﾞ以下になると警告

ﾒｯｾｰｼﾞを出します。 
０(ゼロ)に設定すれば警告

しなくなります。 

タイトルバーとステータスバーに、実行

までの残り時間を表示します。 

一時保留： 
ﾀｲﾏｰ動作中に一時停止したい時に、ﾁｪｯｸします。

ﾛｸﾞ参照： 
作業履歴を見ることが出

来ます。ﾛｸﾞは処理毎に追

加されていきますので、適

当に削除してください。 
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  GetNetDat は XcopyGUI の拡張版でもあり、Exit-Win から利用できるようになっています。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

付録１：Exit-Win からの呼出 

これをｸﾘｯｸすると、GetNetDat のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの場所を聞いてくる

ので、ｲﾝｽﾄｰﾙ先のﾌｫﾙﾀﾞを開いて選択します。 
次に、GetNetDat が起動したら内容を確認して「終了」すると

Exit-Win に取り込まれます。 
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■GetNetDatを実行したときに、バックアップ作業中に出た MS-DOS 画面が閉じないことがあります。 
この場合は下図のように MS－DOS プロンプトのプロパティから「終了時にウインドウを閉じる」に 
チェックを入れてください。（図は WindowsMe の場合。95/98 も同様。NT や 2000 は不要） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■スキャンディスクは処理後、スキャン結果を表示します。これだと Exit-Win 等で他の処理と連続して

行いたい時に、処理が止まってしまいます。エラーがあれば止まるのも仕方ありませんが、問題がない

場合に止まらないで閉じる方法があります。下図のように「結果の表示」を「エラー時のみ」にします。 
（図は WindowsMe の場合。95/98 も同様。NT や 2000 は不可） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

付録２：MS-DOS 画面とｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸの自動終了 
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XCOPY 送り側 [受け側] [/A | /M] [/D:日付] [/P] [/S] [/E] [/W] ...  

 送り側  コピーするファイル(複数可)を指定します。 

 受け側  新しいファイルの場所と名前を指定します。 

 ※[パラメータ]は任意記述  

Xcopy のパラメータ 
Xcopy のパラメータ内容 

Windows95/98/Me WindowsNT Windows2000/XP 

アーカイブ属性のファイル属性は

変更無 /A ← ← 

アーカイブ属性のファイル属性は

解除 /M ← ← 

指定された日付以降に変更された

ファイルをコピーします. 日付が

未指定は, 送り側が受け側より新

しいファイルだけコピーされます. 

/D:日付 /D:月-日-年 ← 

受け側のファイルを作成する前に

プロンプトを表示します. /P ← ← 

空のものを除いてサブディレクト

リもコピーします. /S ← ← 

空であるものも含めてすべてのサ

ブディレクトリをコピーします. /E ← ← 

書き込んだ各ファイルを検証しま

す. 無 /V ← 

コピーする前にキーを入力するた

めのプロンプトを表示します. /W ← ← 

エラーが起きてもコピーを続けま

す. /C ← ← 

受け側がなく, 複数のファイルを

コピーする場合, 受け側をディレ

クトリとしてコピーします. 
/I ← ← 

コピー中にファイル名を表示しま

せん. /Q ← ← 

コピー中に受け側と送り側のパス

およびファイル名を表示します. /F ← ← 

付録３：xcopy パラメータ一覧 
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コピーするファイルを表示します. /L ← ← 

隠しおよびシステムファイルもコ

ピーします. /H ← ← 

書き込み禁止ファイルも上書きし

ます. /R ← ← 

ディレクトリだけ作成して, ファ

イルはコピーしません. 送り側が

空のディレクトリは作成されませ

ん. /T と /E を指定すると, 空のデ

ィレクトリも作成されます. 

/T ← ← 

受け側にあるファイルを更新しま

す. /U ← ← 

属性をコピーします. 通常, 書き込

み禁止属性は解除されます. /K ← ← 

確認のプロンプトを表示せずにフ

ァイルを上書きします. /Y 無 /Y 

ファイルを上書きするか確認する

ためのプロンプトを表示します. /-Y 無 /-Y 

短いファイル名を使ってコピーし

ます. /N ← ← 

再起動可能モードでネットワーク 
ファイルをコピーします. 無 /Z ← 

ファイルの所有権と ACL 情報を

コピーします. 無 無 /O 

ファイル監査設定をコピーします 
( /O を含む). 無 無 /X 

 
 
XCOPY コマンドは Windows のバージョンによって若干異なります。より詳しい情報はコマンドプロンプト 

から「xcopy /?」と入力することでヘルプ情報を表示してご確認ください。 


